
中部　支部

[発生状況]
当該鉄塔に向け資材運搬を開始
歩行順序：作業員A→作業員B→技術員→現場監督者→作業員C→作業員D→作業員E
巡視路歩行中、地中にあった蜂の巣に気がつかず、現場監督者（被災者）は突然
無数のオオスズメバチに刺される他、技術員、作業員Cも１～２箇所刺された。
現場から救急車を手配。
現場監督者（被災者）は、救急車で市内の総合病院へ搬送。
技術員と作業者Cは作業車両で病院へ搬送、塗り薬を処方された（不休）。

【被災の程度】
    現場監督者（被災者）：10/4 無数の蜂刺されによるｱﾅﾌｨﾗｷｼｰｼｮｯｸにより入院。

 10/5 ICUに入り人工透析にて治療中、23:30容態が急変し死亡。
（蜂刺傷によるｱﾅﾌｨﾗｷｼｰｼｮｯｸ,多臓器不全）

【被災者の服装】
    作業着、安全靴、手袋

【原　因】
　　巡視路脇の地中にオオスズメ蜂の巣があることを誰も気付かなかった。

【再発防止対策（暫定）】
　　巣の事前調査を行い蜂の巣が無いことを確認してから作業を行うことを基本として
　以下の再発防止対策を実施する。原
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【作業内容】準備作業（運搬）　

11:30

12:40

11:10

11:53

（１）蜂対策に関する教育（教育資料は教育用ＤＶＤを含め作成中）

教育時期  教育資料作成後、蜂の活動時期前に教育を実施する。（6月頃）

教育内容

・蜂の特性、刺されないための心得
・刺された場合の応急処置
               （アナフラキシーショック症状時の処置）
・救急用品の取扱い方法、携帯方法、訓練、必要性など
               （ポイズンリムーバー、エピペン）
・スズメバチの巣の発見方法　など
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【件　　名】不良がいし取替工事に伴う資機材運搬作業時、蜂に刺される

【施工体制】現場監督者１名（元請社員）、技術員（元請社員）、作業者５名（協力会社）　　
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その他
 施工計画書に必ず救急用品を携行することを記載し必要性を意識付け
る。

常時携行するもの
（年間）

・ポイズンリムーバー（個人で所持）
・抗ヒスタミン軟膏（班で1個所持）
・その他救急用品

蜂
アレルギー

陽性者

 エピペン※２を携帯する。

 ※２
保存用ボックスに収納し保管（15°～30℃）を保つ。使用時に備え使用方法

　 　マニュアルを同封する。

陰性者
 陰性者のエピペンの携帯（使用）については医療関係者と協議検討し、
別途周知する

スズメ蜂の巣及び
威嚇行動が確認さ
れなかった場合

 通常どおり（作業服で作業可）

スズメ蜂の巣の発
見後、巣を撤去し
た場合

 撤去連絡※1を受けた後、または駆除専門会社が巣の無いことを確認した
後に作業を実施する。
※
1巣を撤去した場合の作業開始は、巣撤去後3日以降を目安とする。

（４）救急用品の携帯（詳細検討中）

調査方法  巡視路や作業場への蜂の巣有無を調査する。

事前調査を
しない場合

 スズメ蜂の攻撃性が高まる期間の7月～10月に事前調査を行わず作業をする
場合は、蜂防護装備を装着して作業する。

（３）事前調査後の作業の実施（詳細検討中）

調査時期  作業開始の1ヵ月以内（詳細検討中）

対象場所  山地

蜂防護装備  複数の蜂防護装備と比較し今後決定。
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（２）スズメ蜂の巣の事前調査の実施（詳細検討中）

調査期間  6月下旬～10月


	再発防止対策書

